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トランプ時代におけるディストピアとノスタルジア
──映像作品と自叙伝の分析を通じて──
髙村 峰生
（関西学院大学国際学部准教授）
本発表では、トランプ政権誕生に前後してディストピア的な設定を持つ物語が流行していることに注
目し、そのことの宗教的意義について考察した。タイトルには「自叙伝の分析」と書いたが、時間の関
係上、映像作品、具体的にはマーガレット・アトウッド原作の『侍女の物語』およびフィリップ・K・
ディック原作の『高い城の男』の近年のドラマ化作品の検討を行った。
『侍女の物語』において、極度の少子化に陥ったギレアデ共和国は、聖書を原理主義的に解釈し、出
産可能な女性を「侍女」として支配者階級である「司令官」に仕えさせている。侍女たちは行動の自由
を極度に制限され、お互いを監視しあうように仕向けられており、日常の挨拶も聖書からの引用という
借り物の権威的な言葉によって為される。本発表では、主人公のオブフレッドが「侍女」を統率する権
力者側の女性アント・リディアによって呼び出され、彼女の制度的な「パートナー」の同性愛を知りなが
らそれを報告しなかったことについて咎められる場面に着目した。この場面において、アント・リディ
アは「柔和（従順）な人たちは幸いである」という聖書の「山上の垂訓」と呼ばれる箇所を引用し、権
威の後ろ盾とするが、オブフレッドもまた「山上の垂訓」の別の一節を引用することで、「義」がアン
ト・リディアの側にではなく、自分たち「侍女」の側にあることを暗示する。この小説において聖書は
単に歴史的な文書であるわけではなく、人々の言動に意味や意義を与える参照枠として機能している。
『高い城の男』のドラマ版は原作と比べると、日本とドイツのファシズム的な傾向はかなり強調して
描かれている。主人公ジュリアナが帝国の権威を失墜させる意義を持つフィルムについての情報を入手
するシーン、つまり抵抗勢力の命運がかかったシーンにおいて、彼女の恋人フリンク・フランクがユダ
ヤ教の伝統的なカディッシュの祈りに加わる声がヴォイス・オーヴァーされている。このことによっ
て、帝国への抵抗としてのユダヤの祈りが空間を超えて響いているかのような効果が生まれている。こ
のドラマにおいて、強権的な帝国主義に対抗するものが宗教による結束力として描かれていることは、
『侍女の物語』と同様に、現代社会における「再宗教化」の契機を示しているかもしれない。
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